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髄内釘（Synthes社 PFNA）の long typeを使









































thes 社 PFNA-Long を使用し，１例で日本























症例 NO. 性別 年齢 受傷機転 左右 骨折型 ISS
１ 男 ８３ 落雪 右 B３．１ ９
２ 男 ４７ 転落（労災） 右 B１．１ ９
３ 男 ３６ 水上スキー事故 左 C３．１ ２５
４ 男 ２５ バイク事故 右 B１．１ ２０
５ 男 ５９ 交通事故（歩行者） 右 A１．１ ２７
６ 男 ３９ 転落（自殺企図） 左 B１．１ ９
７ 女 ８６ 交通事故（歩行者） 左 A２．１ ２２
表２ 症例一覧；周術期データ
症例 NO. 初期治療 手術までの期間 手術方法
１ ST ２ PFNA-L+wiring
２ ST ２ PFNA-L+wiring
３ IM ０ PFNA-L
４ ST ０ PFNA-L+wiring
５ IM ０ PFNA-L
６ ST ３ PFNA-L+wiring
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骨癒合日数 合併症 追加手術 経過観察期間 術前 ADL 術後 ADL
１ － 偽関節 Dynamization ３７９日 独歩 独歩
２ １０６日 － 骨内異物除去 ３３５日 独歩 独歩
３ １４６日 － － ４５１日 独歩 独歩
４ １００日 － 骨内異物除去 ４７２日 独歩 独歩
５ 不明 － － ４３６日 １本杖 １本杖
６ １１０日 － － ３２７日 独歩 独歩
７ １３８日 － － １３８日 独歩 寝たきり
a 受傷時
b 術直後 c 最終経過観察時






















a 受傷時 b 術直後 c 最終経過観察時
図－２ 症例３ ３７歳，男性（PFNA-long のみ症例）
a 受傷時
b 術直後 c 最終経過観察時
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